
広報しもだ ２０１３.６月号 －８－

稲生沢小学校2年生30名が本郷橋のたもとで稚鮎の放流を

行いました。この他、市内7箇所で約35,000匹の稚鮎が稲生

沢川に放たれました。鮎釣り解禁は6月1日、今年は天然鮎

の遡上が多く、豊漁が期待されます。

今年も教育旅行の季節がやってきました。この日は田牛区

に愛知県一宮市大和南中学校の生徒が訪れました。民宿でし

か味わえない人とのふれあい、都会では経験できない自然と

のふれあいが今年も下田で始まります。

かけがえのない下田での思い出づくり

フラワー都市交流連絡協議会の総会が富山県砺波市で開催

され、下田市からは楠山市長、大黒市議会議長を含む市民団

21名が参加しました。北は北海道中富良野町、南は鹿児島県

和泊町まで参加し、更なる交流を深めました。

花でつながるまちとまち、人と人ɾ

厳粛な雰囲気につつまれた中、県庁において井上泰英様に

川勝知事より旭日小綬章が伝達されました。井上様は市議会

議員として6期22年の永きにわたり、議長等の要職を歴任さ

れ市の教育、文化、福祉の向上に多大なる貢献をされました。

春の叙勲
鮮やかな新緑のもと、中1区によるミニ電気機関車の運行

が中村東公園で行われました。ゴールデンウィーク後半の初

日に大勢の子どもたちがカタコト揺られながら短い旅を満喫。

親御さんもカメラに大忙しでした。

龍宮窟遊歩道ハートビュースポット完成記念式典が行われ

ました。当日はジオガイドによる龍宮窟のツアー、サンドス

キー体験などが行われました。龍宮窟の下から太陽の光を見

るもよし、上から眺めて愛を語るもよしです。

川面に跳ねる鮎の音

撮鉄さん集まれ！ミニ電気機関車が通過します

上から見下ろすと愛のしるしが
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3日 ミニ電気機関車運行

6日 龍宮窟ガイドツアー

13日 交通安全協会下田地区支部下田分会総会

14日 下田地区保護司会総会

17日～19日 第74回黒船祭

20日～30日 認定こども園運営計画説明会

20日 第１回駿東伊豆地区消防救急広域化協議会

21日 下田市身体障害者福祉大会

22日 寿大学開講式

23日 下田人権擁護委員協議会定時総会

－９－ 広報しもだ ２０１３.６月号

＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

６月の納税

市県民税 １期

国民健康保険税 ２期

（納期は７月１日）
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静岡をかけぬけろ！静岡をかけぬけろ！


